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　　　　　　　　　 問題と目的　　　　　　　　　　　（Lio冂ell 。
−DeNoif ＆ Urcuio！i，2003）．反応セ ソ トC

　言 語行動 一非言語 行 動関係 に お い て，自己 教示性 制御　　仮 応 系列〉 で は，画 面 に 3 つ の 円 を横に 並べ て 呈 示 し，
が，自己ル ール と非言 語行 動 との 反応 連鎖 と して 生 じ る

’
そ れぞれ 右か ら順に

一一
度ず つ 円 に 触れ る反応系列 123 ，

こ とは 実験 的 に示 され て い る （松本 ・大河 内，2001）．　 左 か ら順に
一
度ず つ 円に 触れ る反応系列 321 の 2 つ の

一
方，刺激 等価 性研 究 で は、訓練 され て い ない 関係 を含　反応 系列 を形成 した．これ も，各反応 系 列 に 固有の 弁別

む刺 激間 関係 に焦 点 を当て て 分析 が な され て い るが，近 　刺 激は な く，第 1修正試 行 内の 正反応 が要求 され た．

年 ， Sidinan（2000） は，刺 激 だけで な く反応 も等価 クラ　　条件性 弁別訓練 フ ェ イズ ，そ してテ ス トフ ェ イ ズ の 各

ス の 成員 とな る可 能性 を示 唆 してい る．この こ とは，も　試行 は，2 つ の リン ク ；見本，比較 リン クか ら構成 した．
し，2 つ 以 上 の 反応が 等価 ク ラス に 含まれ るな らば，そ　　AB 訓 練 （ス ケ ジ ュ

ー
ル パ フ ォ

ー
マ ン ス

ー
無 意 味綴

の テ ス トに お い て，直接的な 強化に よ らな い 反 応連鎖が 　 り） ；見 本 リン ク で あ る ス ケ ジ ュ
ー

ル 要件 を満た
・
した 後，

出現 す る こ とを 予 測する もの で あ る．本研 究 は，個体の 　画 面に 2 つ の 無意味綴 り，ヌ ヨ （B1 ＞／ レ へ （B 　2）

自発 す る反応 を刺激 と した条件 駐弁別 課題 を用 い る こ と　 を呈示 した．任意の 関係に 従っ た比 較刺激 の 選 択 に 対 し

で，反応 も含めた等価 クラス 成 立の 可 能 1生を拓 き，間接　強 化子 を 呈示 した．BC 訓 練 （無意 味 綴 り一
反応 系

的 な学習 に よる新 奇な反応 連鎖 の 形成 が可能 であ るか を　列） ；画 面に ヌ ヨ ，レ へ の いず れか を呈示 し，それ へ の

検計 する．これ によ っ て，松本 ・大河 内 （2001）が 示 し　接触 後，画面 に 3 つ の 円 を呈示 した．任意の 関係 に従 っ

た 直接 的 な強化 に よ る反応連 鎖 と して の 言語行動 一非言 　た 反 応系 列の 生起 に対 して強 化子 を呈示 した．ABC 訓

語 行動関係 とは異 な る，間接的な学習に よる反応連鎖 と　練 ；同セ ッ シ ョ ン 内に，先に訓 練 したAB ，　 BC 試 行 を

して の 言語 行動一非 言語行 動関係 の 成 立を示唆 す るこ と　 ラン ダム に呈示 した．

にな るで あろ う．とこ ろで ，反応 自体 が 見本刺激 とな る　 　 テ ス トセ ッ シ ョ ン は，BC ，　 CB 試 行 （対 称律），A

際，異 なる反応が 固有の 弁別 刺激な しで 生 じる必要 が あ　 C 試行 （推移 律〕，CA 試行 （等価律） を各 8 試行 呈示

る．本研究で は，その ため に見本刺激として の 反 応には，した．テ ス ト試行の み で 構成 し，計 5 セ ッ シ ョ ン を実施

LionellD−DeNolf ＆ Urcuioli （2003） の unsignaled 　 した．全て 非強化試行で あ り，その 旨は被験者に対 して

1
・
eSPDnse 手続きを採用 した．　　　　　　　　　　　　 教示 した．また，この テ ス トフ ェ イ ズ の 前に，2名の 被

　　　　　　　　　　 方 法 　 　 　 　 　 験者は，強化率を減少 させ た ABC 訓練とプ u 一ブテ ス

被 験 者　大学 生 5名 （男性 4 名，女性 1名 ： 18〜20 歳〉，　 　 トセ ッ シ ョ ン を経験 して い た，

装 置 　 実験 室 （1．70 × 2．20 × 2．17m ） 内 に設置 した タ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 果 と考 察

ソ チパ ネル つ きデ ィ ス プ レ イ モ ニ タ
ーMulti　 SyncX500 　 本研究で は，個体自身の 反応が 見本刺激 となる条件性

（日本電気製）に よ り，刺激の 呈 示，お よび 反応の 検出　弁別を用い たが，その 際，同
一
刺激の 呈示 に おい て ，ど

を行っ た．反応は，デ ィ ス プ レイ に 呈示 される 1っ ある　ちらか の 反応が要求され る．予備訓練に お い て，被験者

い は複数の 円への 接触として 定義 し，その 生起に 対 して，は，ラン ダム に 呈示される要件と自らの反 応とが原試行

フ ィ
ードバ ソ ク 音を伴わせ た．実験の 制御と反応の 記録　で

一
致 しなか っ た場合，続く修正 試行で 直ちに 別の 反 応

に は，パ ー
ソナル コ ン ピ ュ

ー
タ PC−9821Ap／U2 （日本電　へと切 り替えた．

気製）を 用 い た，　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま た，AB 訓 練，　 BC 訓練，　 ABC 訓練の い ずれ に お

手続き　禦験は，1 日 ］回 90 分，最大 8 セ ッ シ ョ ン を　い て も被験者は 2セ ソ シ ョ ン 以 内の 素早い 成立を示 した ．

最大 7 日間実施 した ．まず予備訓練で は，2種類の 反応　本研 究で 用 い た 訓練は，個体自身の 反応 を見本刺激 と し

を含む 2 つ の反応セ ッ ト，反応セ ッ トA ；高率反応 （A 　 た条件性弁別 を形成す る 上で 有効で あっ た と言え よ う，

1）／低率反応 （A2 ），反 応セ ッ トC ；反応系列 12 　　 テ ス トフ ェ イズ の 結果は，5 人中4 人の 被験者で，対

3 （G1 ）／反応系列 321 （C 　2 ＞を形 成 した．反応 　称律，推移律，等価律の い ずれ 0）関係に お い て も，90％
セ ッ トA （ス ケ ジ ュ

ール パ フ ォ
ー

マ ン ス ）で は，画面 に　以一ヒで 各 関係 に一致 す るパ フ ォ
ー

マ ン ス を示 した．また，
1 つ の 円 を呈 示 し，混合強 化 ス ケ ジ ュ

ール に よ り，3 秒 　残 る 1人 の 被験 者 も推移 律，等価 律 で は，90％以上 の パ

以 内 に 9 反応以 上，3 秒以 内に ユ 〜3反応 の 2 つ の 反応 　 フ ォ
ーマ ン ス を示 し，最 終セ ッ シ ョ ン を除 けば，全 て の

を形成 した ．各 成分 に 固有 の 弁別刺 激 は ない た め，原 試 　関係 に お い て，90％以上 を維 持 して い た．こ れ らの 結果

行で チャ ン ス レベ ル 以上の 正 答は 望め ない ．被験者は，　 は，直接的な強化 に よ らない 新奇な反応連鎖の 形成が 可

第 1 修 正 試 行 内 で 要件を満 た す こ と が 要求され た 　能で ある事を示すもの で ある．
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